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ペロブスカイト型酸化物薄膜は、基板との格子不整合に起因して 2 次元電子系や超伝導状態な

ど特異な物性を示すことから最近注目を集めている。これまでに我々は、La0.7Sr0.3MnO3 

(LSMO)/SrTiO3(001)ヘテロ構造において、キュリー温度や強磁性共鳴(FMR)分散などが異なる 2つ

の磁性相の存在を示唆する結果を示し[1]、界面格子不整合によって歪んだ相と格子緩和した相に

その起源があると議論してきた。しかしながら、歪みの異なる 2 つの磁性相の存在を示す明瞭な

証拠を得るには至っていなかった。今回我々は、SrTiO3(011)基板上に成膜した LSMO において、格

子歪みの異なる 2 つの磁性相の発現と、それらに対応する異なる FMR 分散についての明瞭な証拠

を得たので報告する。 

膜厚 100 nm のエピタキシャル LSMO 薄膜をパルスレーザ

ー堆積法により成膜した。LSMO/SrTiO3(011)薄膜の X線回折

の逆格子マッピングの結果を Fig. 1 に示す。Qz/2p=7.22 に

位置する基板からの回折ピークに加え、Qz/2p =7.29, 7.37

に、面内格子が基板に束縛され、面直格子定数の異なる 2つ

領域の存在を示すピークが確認される。同一の LSMO/SrTiO3 

(011)薄膜に対して、ベクトルネットワークアナライザを用

いて測定したS21パラメータから得られたFMRの分散関係を

Fig. 2 に示す。逆格子マッピングの結果において確認され

た 2つの領域に対応して、FMR 分散においても 2本の共鳴線

が明瞭に観測される。以上の結果は、これまでに報告してき

た SrTiO3(001)基板上の LSMO に関する結果と合致するもの

であり、LSMO/SrTiO3において普遍的に発現する界面物性で

あると考えられる。当日はより詳細な実験と合わせて、その

起源について議論する。 
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Fig. 1 Reciprocal space map of X-

ray diffraction around (222) of 

La0.7Sr0.3MnO3/SrTiO3(011). 

 

Fig. 2 Dispersion relation of FMR in 

La0.7Sr0.3MnO3/SrTiO3(011). 
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